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報告事項（６） 

 

 

 

令和元年度保険者機能強化推進交付金について

 

１．保険者機能強化推進交付金（財政的インセンティブ）とは 

平成２９年の介護保険法の改正により創設 

国が保険者である市の介護保険運営にかかる取組内容を評価し、客観的な指標を設

定した上で、保険者に対する財政的インセンティブの付与を行うもの。 

目 的：市町村が行う高齢者の自立支援・重度化防止等に関する取組を支援する。 

    ↳市町村特別給付、地域支援事業及び保健福祉事業等の充実に活用 

効 果：地域の課題を分析することによって、実情に応じた取組が進められる。 

 

２．令和元年度 評価結果【別紙（６）－１】 

 

３．交付額 

 

 

 

 

・評価点数：習志野市 ５０２点 （満点 ６９２点） 得点率 ７２．５％ 

・第１号被保険者数：習志野市 ４０，３６７人 

 

 

令和元年度 交付金額： ２２，０１３千円 

 

 

 

 

 

 

 

 交付額の算定方法 

予算総額（１９０億）× 当該市町村の評価点数 × 当該市町村の第１号被保険者数 

（各市町村の評価点数 × 各市町村の第１号被保険者数）の総和 


